
幼児、小・中学校の保護者のみなさんに聞きました

幼児施設
統合に「賛成」「やむを得ない」が ９割以上

小学校
統合は必要という声が 多数

学童保育
今の２か所がよいという声が最多

●

●

●

今後の検討について

　町では、将来にわたり子どもたちにとってよりよい教育環境を整えるため、学識経験者、教育関係者、
保護者、住民代表者等で構成する「教育環境整備検討委員会」を設置し、幼児施設や小学校のあり方
について検討を進めています。今回のアンケート結果も参考にしながら、今後の方向性について話し
合いを進めていきます。検討状況については、広報などでお知らせします。
　また、子どもたちが安心して学び、成長できる環境づくりを目指し、地域の実情や保護者、住民の方々
の意見なども踏まえながら、将来を見据えた教育環境のあり方について検討を重ねていきます。

７８．７％幼児施設の統合をどう思いますか？

小学校の統合をどう思いますか？

統合した場合の学童保育をどう思いますか？
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8人（3％）

どちらともいえない
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131人（52％）
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賛成
101人（40％）
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統合するなら

いつがよい？

統合するなら

いつがよい？

アンケートの主な結果

　町では、将来にわたり子どもたちにとってよりよい教育環境を

整えるため、幼児施設や小学校のあり方等について検討を進めて

います。その参考とするため、令和７年１２月に保護者を対象に

アンケートを実施しました。ここでは主な結果を紹介します。

　幼児施設の統合

については、「賛

成」「やむを得な

い」とする回答が

全体の９割以上を

占めました。

　小学校の統合

についても、「賛

成」「やむを得な

い」とする回答

が９割程度を占

めました。

統合に期待すること

保育士の質の向上と公平性の確保

施設の安全性

保育士の専門性の向上

保育行事の充実

保護者同士の交流機会の拡大

２０４人

１２１人

９０人

６３人

５０人

統合再編に期待すること

教育環境の向上

教育の質・教育内容の充実

教育資源の効率的活用

学校行事の充実

教職員の専門性の向上

１９３人

１７５人

１１４人

６７人

９７人

　一方で、少人数でのきめ細かな保育を望む声や、
通園距離が長くなることへの不安、子どもを取り
巻く環境の変化を心配する意見も寄せられました。
　また、地域とのつながりが薄れてしまうのでは
ないかといった声もあり、統合にあたってはこう
した点への配慮を求める意見が見られました。

子どもたちの保育環境・

教育環境をどう考える？

２５２件
回答率

アンケート回答
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わからない

今まで通り向町と大堀で実施するべき

学童も１か所で実施するべき

　小学校を統合した場合の学校の形態につ
いては、「小中一貫校」が最も多く、次いで「小
学校のみ統合」とする回答が続きました。
　一方で、通学距離が長くなることや地域
とのつながりが弱くなることへの心配の声
も寄せられています。
　また、児童数の増加による人間関係の変
化や、いじめ・不登校などへの不安を挙げ
る意見もあり、子どもたちが安心して学校
生活を送れる環境づくりを求める声が見ら
れました。

統合後の学校の形と心配な点

統合に向けて心配する声も

学童保育について

　学童保育の実施方法については、「今まで通り２か所
で実施」が最も多く、次いで「わからない」「１か所で
実施」とする回答が続きました。現在の体制を維持す
ることを望む声が多い結果となりました。

２５２件　合計１００％

２５２件

合計１００％
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